
 

学 習
がくしゅう

・給 食
きゅうしょく

について 

・ ランドセルでの通
つう

学
がく

を原
げん

則
そく

とする。 

・ チャイムですばやく行
こう

動
どう

し、次
つぎ

の活
かつ

動
どう

に遅
おく

れないようにする。 

・ 校
こう

舎
しゃ

内
ない

では走
はし

らず静
しず

かに行
こう

動
どう

し、安
あん

全
ぜん

に気
き

をつける。 

・ 廊
ろう

下
か

・階
かい

段
だん

・通
つう

路
ろ

などは、原
げん

則
そく

右
みぎ

側
がわ

通
つう

行
こう

とし、静
しず

かに歩
ある

く。 

・ 学
がく

習
しゅう

に必
ひつ

要
よう

のないものは持
も

ってこない。 

・ 学
がく

習
しゅう

には原
げん

則
そく

として鉛
えん

筆
ぴつ

を使
し

用
よう

する。シャープペンシルは使
つか

わない。（ただし必
ひつ

要
よう

に

応
おう

じ６年
ねん

は可
か

） 

・ 体
たい

育
いく

は体
たい

操
そう

服
ふく

を着
ちゃく

用
よう

する。気
き

候
こう

に応
おう

じて、体
たい

操
そう

服
ふく

の上
うえ

に運
うん

動
どう

をしやすいものをはお

ったり、黒
くろ

や紺
こん

の無
む

地
じ

の長
なが

ズボンを着
ちゃく

用
よう

してもよい。 

 ・体
たい

操
そう

服
ふく

の着
き

替
が

え場
ば

所
しょ

 

    男
だん

子
し

：複
ふく

式
しき

１教
きょう

室
しつ

    女
じょ

子
し

：複
ふく

式
しき

2 教
きょう

室
しつ

 

・ 給
きゅう

食
しょく

当
とう

番
ばん

はしっかりと手
て

洗
あら

いをし、エプロン・帽
ぼう

子
し

・マスクを必
かなら

ず着
ちゃく

用
よう

する。腹
ふく

痛
つう

や下
げ

痢
り

・嘔
おう

吐
と

などの症
しょう

状
じょう

のある場合
ば あ い

は当
とう

番
ばん

をしない。 

・ 給
きゅう

食
しょく

後
ご

歯
は

磨
みが

きをする。 

・ 給
きゅう

食
しょく

を早
はや

く食
た

べ終
お

わっても、用
よう

がある以
い

外
がい

はチャイムが鳴
な

るまで教
きょう

室
しつ

の外
そと

には出
で

ない。 

・ 上
うわ

靴
ぐつ

と下
した

靴
くつ

の区
く

別
べつ

をつける。 

・ 携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

は原
げん

則
そく

禁
きん

止
し

。 

 

遊
あそ

び・遊
ゆう

具
ぐ

について 

・ 断
ことわ

りなく自
じ

分
ぶん

の教
きょう

室
しつ

以
い

外
がい

に入
はい

らない。（勝手
か っ て

に遊
あそ

んだり，物
もの

に触
さわ

ったりしない。） 

・ 校
こう

舎
しゃ

北
きた

側
がわ

通
つう

路
ろ

・職
しょく

員
いん

駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

では遊
あそ

ばない。 

・「みんなの森
もり

」頂
ちょう

上
じょう

より南
みなみ

の檜
ひのき

林
ばやし

と東
ひがし

側
がわ

雑
ぞう

木
き

林
ばやし

では遊
あそ

ばない。まむしやさるが 

出
で

た場
ば

合
あい

も遊
あそ

ばない。 

・ ベランダでは遊
あそ

ばない、通
つう

行
こう

しない。 

・ 遊
あそ

びで使
つか

った遊
ゆう

具
ぐ

は、必
かなら

ず元
もと

の場
ば

所
しょ

に整
せい

頓
とん

して返
かえ

す。 

・ 3年
ねん

生
せい

からグローブが使
し

用
よう

できる。休
やす

み時
じ

間
かん

は、バットを使
し

用
よう

しない。 

・ 放
ほう

課
か

後
ご

、４年
ねん

生
せい

以
い

上
じょう

はバットを使
し

用
よう

できる。ただし場
ば

所
しょ

はバックネット付
ふ

近
きん

とする。 

・ 野
や

球
きゅう

とサッカーは場
ば

所
しょ

をわけて使
し

用
よう

する。 

・学
がっ

校
こう

の物
もの

を破
は

損
そん

したり、紛
ふん

失
しつ

したりしたときは、すぐに申
もう

し出
で

る。 

加太
か ぶ と

小学校
しょうがっこう

のやくそく 


